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　この本は，中学１年冬休み前までの復習で構成されたテキストです。基本問題を中心に

編集しましたので，基礎力の充実に効果的です。

　各課とも最初の2ページで確認ドリルを解きながら重要なポイントをおさえ，3～6ペー

ジの基本問題・演習問題で知識を定着させる…という流れになっています。

本書の特色

・要点整理／確認ドリル
 その課でしっかり身につけたいことがらをまとめてあります。要点をしっか

りとおさえ，問題で確認してください。

・基本問題…要点整理／確認ドリルの内容を確実に身につけるための問題です。

・演習問題…その課で学習した内容をもう一度確認するための問題です。ここで，弱点を
補強し，知識を定着させてください。

・総合問題…本書で学習した内容が身についたかどうかを確かめる問題です。

本書の使い方

あります。要点を

身につ

う一度確認するための問題です。ここで，弱点を
せてく

た内容
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めの問題です。こめの問題です。こ

たかどうかを確かめる問題です。かを確かめる問題です。
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2 身のまわりの物質
物質の性質
⑴ 物質の性質

① 有機物…炭素をふくみ，燃やすと二酸化炭素が発生して，炭になる。このとき，ふつう水も発生する。
② 無機物…食塩や金属などの有機物以外の物質。
③ 金属…次の性質を共通してもつ。

④ 非金属…金属以外の物質。

⑵ 密度… 1㎝3あたりの質量。物質の種類によって決まっている。密度が，
水（=1.0g/㎝3）より小さい物質は水に浮

う

き，大きい物質は水に沈
しず

む。

気体の性質
⑴ おもな気体の性質と発生方法

⑵ 気体の集め方

① 水上置換（法）…水にとけにくい気体。
② 上方置換（法）…水にとけやすく，空気より密度が小さい気体。
③ 下方置換（法）…水にとけやすく，空気より密度が大きい気体。

① 炭素をふくみ，燃やすと二酸化炭素が発生して，炭になる物質を何というか。

② 密度が2.0g/㎝3の物質は水に浮くか，水に沈むか。

③ 空気より軽く，水に非常にとけやすく，刺激臭のある気体を，ア～エから選べ。
ア 酸素 イ 二酸化炭素 ウ 水素 エ アンモニア

④ 石灰石に塩酸を加えたときに発生する気体を，③のア～エから選べ。

⑤ 水にとけにくい気体を集めるのに適した方法は何か。

みがくと光沢が出る
（金属光沢）

－ ＋

電気をよく通す
（電気伝導性）

熱をよく伝える
（熱伝導性）

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

のばしたり
ひろげたりできる
（延性・展性） 磁石に引きつけられるのは，

鉄などの一部の金属のみで，
金属に共通する性質ではない。

公式－密度
質量［g］
体積［cm3］

密度［g/cm3］＝

気体 空気と比べた重さ 水へのとけ方 そ 発生方法

酸素 少し重い とけにくい ものを燃やすはたらきがある。 二酸化マンガンにオキシドールを加える。

二酸化炭素 重い 少しとける 石灰水を白くにごらせる。 石灰石に塩酸を加える。

水素 非常に軽い と 鉄や亜鉛に塩酸を加える。

アンモニア 軽い 塩化アンモニウムと水酸化カルシウム
の混合物を加熱する。

窒素 少し軽い とけにくい 空気中に約78％ふくまれている。 ―

気体の集め方
水上置換（法） 上方置換（法） 下方置換（法）

水

水
で
満
た
し
て
お
く

① 有機物

② 水に沈む

③ エ

④ イ

⑤ 水上置換（法）

密度が
に沈む

め方

（法

法）…水にとけやすく，空気
…水にとけやすく

属に共通

密度

3］

へのと

とけにくい ものを燃やすはたらきがある。 二酸化マンガンにオキシド

重い 少しとける 石灰水を白くにごらせる。 石灰石に塩酸を加え

非 亜鉛に

ニア 塩化

少し軽い とけにくい 空気中に約78％ふくまれてSa
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ものを燃やすはたらきがある。 二酸化マンやすはたらきがある。

とける 石灰水を白くにごらせる。 石灰石灰水を白くにごらせる。

とけにくい 燃えて水ができる。くい 燃えて水ができ

い 非常にと常にと
けやすいすい 刺刺

しし

激激
げき

臭臭
しゅうゅう

がある。が

い とけにくい 空気中に約い とけにくい 空
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水溶液
⑴　溶液…物質がとけた液体。透

とう

明，どこでも均一（同じ濃
のう

度），長時間置いても沈
ちん

殿
でん

が生じない。
①　溶媒…物質をとかす液体。溶媒が水の場合を，特に水溶液という。
②　溶質…とけている物質。食塩や二酸化炭素など。

⑵　質量パーセント濃度…濃度の表し方の 1つ。溶
質の質量が溶液全体の質量の何％かで表したもの。

⑶　溶解度…一定量の液体にとかすことができる溶質の限度
の量。温度によって変化する。物質が限度までとけている
状態を飽和といい，溶質がそれ以上とけない水溶液を飽和
水溶液という。

⑷　再結晶…固体の物質を一度液体にとかし，その液体から
再び結晶として固体を取り出すこと。

状態変化…温度によって，状態が，固体，液体，気体と変わること。 
⑴　物質が状態変化するときの温度

①　沸点…液体が沸騰
とう

して気体に変化するときの温度。
②　融点…固体がとけて液体に変化するときの温度。

⑵　純粋な物質（純物質）と混合物

①　純粋な物質（純物質）… 1種類の物質でできている。沸点や融点が物
質の種類によって決まっていて，状態変化している間の温度は一定で
ある。酸素，水，エタノール，銅など。
②　混合物… 2種類以上の物質が混じってできている。一定の融点や沸
点を示さず，状態変化している間も温度が変化する。空気，石油，食
塩水など。

⑶　蒸留…液体を沸騰させ，出てくる気体を冷やして再び液体にして取り出すこと。

①　「砂糖水」の「砂糖」のように，とけている物質を何というか。

②　固体の物質を一度液体にとかし，その液体から再び結晶として固体を取り出すこ
とを何というか。

③　右の図のように，温度によって，物質の状態が変わる
ことを何というか。

④　右の図で，加熱を表している矢印を，ア～カからすべ
て選べ。

公式－質量パーセント濃度
溶質の質量［g］

溶液（溶質＋溶媒）の質量［g］
×100質量パーセント濃度［%］＝

溶解度と再結晶

再結晶する
とけ残り

39.0

29.5

20.0

冷やす

熱する

0 20 40 60 80
温　度  〔℃〕

水　

g
に
と
け
る

物
質
Ａ
の
質
量

100

40℃の水100gに物質Ａ
39.0gを加える。
　　　↓
9.5gとけ残る。
　　　↓
加熱して60℃になると
すべてとける。
　　　↓
冷やして20℃にすると
19.0gが再結晶する。

〔g〕

加熱
冷却

気体

固体

質量：気体＝液体＝固体
体積：気体＞液体＞固体
　　（水は，液体＜固体）

液体

物質の状態変化

気体

固体液体

ア
イ
ウ

カ

オ

エ

① 溶　質

② 再結晶

③ 状態変化

④ ア，エ，オ

体と変

するとき
変化する

質）と混

質（純

種類によって決まっていて，状態変化している間の温度は一定で
酸
物… 2種類以上の物質が混じってできている。一定の
ず，状態変化している間も温度が変化する。

騰させ，出てくる気

冷

熱

液体

Sa
mp
le度。

種類の物質でできている。沸点や融点が物質でできている。沸点や融点が
まっていて，状態変化している間の温度っていて，状態変化している間
エタノール，銅など。タノール，銅など
上の物質が混じってできて上の物質が混じって
している間も温度している間

温

気体気体ee
物質物質
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物質の性質　次のＡ～Ｃの物質の性質を調べた。
　Ａ：食塩　　Ｂ：デンプン　　Ｃ：砂糖
□⑴　Ａ～Ｃに共通する性質を，粉末であること，においがないこと以外に 1つ書
け。

□⑵　水にとけにくい物質を，Ａ～Ｃから選べ。
□⑶　加熱したとき，ほとんど変化しない物質を，Ａ～Ｃから選べ。
□⑷　⑶以外の物質は，加熱するとどのように変化するか，ア～エから選べ。

ア　とけて液体になる。　　　イ　こげて炭になる。
ウ　蒸発して気体になる。　　エ　燃えて灰になる。

□⑸　図は，ガスバーナーを分解したようすを模式的に表してい
る。図のＡとＢは何を調節するねじか，それぞれ書け。

□⑹　ガスバーナーの炎
ほのお

は何色にすればよいか，ア～エから選べ。
ア　赤色　　イ　黄色　　ウ　白色　　エ　青色

□⑺　ガスバーナーの火を消すとき，はじめに閉めるものを，ア
～ウから選べ。
ア　ガス調節ねじ　　イ　空気調節ねじ　　ウ　元栓

密度　表は，金属の体積 1㎝3あたりの質量を表したも
のである。
□⑴　物質の体積 1㎝3あたりの質量を何というか。
□⑵　鉄50㎝3の質量は393gだった。鉄の⑴を求め，単位を
ふくめて書け。 

□⑶　これらの金属を同じ質量にしたとき，最も体積が小さ
くなるのはどれか。 

　⑷　金属に共通する性質について，次の①～③に答えよ。
□①　こする（みがく）とどうなるか。
□②　くり返したたくとどうなるか。
□③　何をよく伝えるか， 2つ書け。

気体の性質　表は， 4種類の気体の性
質を表したもので，気体Ａ～Ｄは，水素，
酸素，アンモニア，二酸化炭素のいずれか
である。
□⑴　Ａは何か。
□⑵　表の①に適する語句を書け。
□⑶　表の②に適する語句は，Ａ，Ｂ，Ｄのどれと同じか。
□⑷　図のような気体の集め方を何というか。
□⑸　図の方法でしか集めることができない気体を，Ａ～Ｄか
ら選べ。 

□⑹　物質を燃やすはたらきをする気体を，Ａ～Ｄから選べ。
□⑺　石灰石に塩酸を加えると発生する気体を，Ａ～Ｄから選べ。

A

B

393〔g〕÷50〔㎝3〕＝7.86〔g/㎝3〕。

密度が大きいものほど体積は小さくなる。

気体 におい 空気と比
べた重さ 水に

Ａ なし ① とけにくい

Ｂ なし 重い 少しとける

Ｃ なし 少し重い ②

Ｄ 刺激臭 軽い よくとける

気体
水にとけやすく，空気より軽い気体。

⑴ 白色である。

⑵ B

⑶ Ａ

⑷ イ

⑸ A 空気（の量）

B ガス（の量）

⑹ エ

⑺ イ

⑴ 密　度

⑵ 7.86g/㎝3

⑶ 銀

⑷

① 光る
（金属光沢が現れる）

② のびる（広がる）

③
電気（電流）

熱

⑴ 水　素

⑵ （非常に）軽い

⑶ Ａ

⑷ 上方置換（法）

⑸ Ｄ

⑹ Ｃ

⑺ Ｂ

金属 1㎝3あたり
の質量〔g〕

亜鉛 7.13

鉄

銅 8.96

銀 10.50

（順不同）

ア

　元栓

たりの

あたりの
質量は

て書け
らの
はど
通する性質について，次の①～③に答えよ。
みが
たく
るか， 2つ書け。

。

B
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た。鉄の⑴を求め，単位をの⑴を求め，単位を

じ質量にしたとき，最も体積が小さ質量にしたとき，最も体積

lelee
÷50〔㎝50〔㎝33〕＝7.86〔g/㎝〕＝7.86〔g/㎝33〕。〕。

度が大きいものほど体積は小度が大きいものほど体

eeeppmpp
lepmpmpmpppppppmpmpmpppppppmpmpmpppppppmmmm
e金属金 1㎝1㎝3あたりあた

の質量〔g〕の質量〔g
亜鉛 7.13亜鉛

鉄

銅
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水溶液　図のように，ビーカーに入れた水200g
に砂糖50gを加えて砂糖水をつくった。
□⑴　図の砂糖水の質量は何gか。
□⑵　砂糖のように，とけている物質を何というか。
□⑶　水のように，⑵をとかす液体を何というか。
□⑷　物質をそれ以上とかすことのできない水溶液を
何というか。

□⑸　図の砂糖水の質量パーセント濃度は何％か。 
□⑹　質量パーセント濃度が10％の砂糖水を100gつくるには，砂糖と水をそれぞ
れ何gずつ混ぜるとよいか。 

水溶液　60℃の水100gに，硝酸カリウム80gを
加えてよく混ぜると，硝酸カリウムはすべてとけ
た。次に，温度を測定しながら冷やしていくと，
途中で固体ができ始めた。図は，水100gにとけ
る硝酸カリウムの質量を表している。
□⑴　固体ができ始めたときの温度はおよそ何℃か，
ア～エから選べ。
ア　55～50℃　　イ　50～45℃　　ウ　45～40℃　　エ　40～35℃

□⑵　水溶液の温度が20℃まで下がったとき，水溶液中にできた硝酸カリウムの固
体はおよそ何gか，ア～エから選べ。 
ア　27g　　イ　33g　　ウ　47g　　エ　53g

□⑶　この実験のように，固体を一度とかして水溶液にし，その水溶液から再び固
体にして取り出す方法を何というか。

□⑷　固体がとけている水溶液から固体を取り出すには，水溶液を冷やす方法のほ
かに，どのような方法が考えられるか。

状態変化　図 1は，ある固体の物質を加熱
したときの時間と温度との関係を表している。
なお，この物質はＸ点でとけ始め，Ｙ点でとけ
終わった。また，図 2は，ある物質の粒

りゅう

子
し

のよ
うすを模式的に表したものである。
□⑴　固体→液体→気体の順に，図 2
のＡ～Ｃを並べよ。

□⑵　図 2の 1つの粒が同じ体積を表
しているとすると，密度が最も大
きいものを，Ａ～Ｃから選べ。

□⑶　図 1のＸＹ間で生じている物質の変化を何というか。
□⑷　図 1のＱ点では，この物質はどのような状態か。
□⑸　図 1のＰ点とＱ点で，物質の体積が大きいのはどちらか。
□⑹　図 1のＸＹ間の一定の温度を，この物質の何というか。
□⑺　この物質は，純粋な物質，混合物のどちらか。

50〔g〕÷250〔g〕×100＝20〔％〕

砂糖水100gの10％が砂糖。

20
0

40
60
80
100
120
140

20 40 60 80
温　度〔℃〕

水
100
ｇ
に
と
け
る
質
量
〔g〕

0

20℃のときの溶解度は，およそ33g。
80－33＝47〔g〕
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1 密度　 7つの金属球Ａ～
Ｇの体積と質量をそれぞれ
測定した。図 1は，水
50.0㎝3が入ったメスシリ
ンダーの中に質量24.2gの
金属球Ｆを沈めたときの液
面である。また，図 2は，それぞれの体積と質量を測定した結果をグラフに表し
たものである。次の問いに答えよ。
□⑴　図 1のメスシリンダーの水面の示している目もりは何㎝3か。
□⑵　金属球Ｆの密度は何g/㎝3か，四捨五入して小数第 1位まで求めよ。 
□⑶　 7つの金属球Ａ～Ｇは，何種類に分けられるか。
□⑷　金属球Ｄは何の金属か，右の表から選べ。
□⑸　表の金属のうち，同じ質量で比べたとき，体積
が最も大きいものはどれか。 

□⑹　金属に共通して当てはまる性質として誤ってい
るものを，ア～オから選べ。

2 気体の性質　次のⅠ～Ⅳの方法で気体を発生させた。あとの問いに答えよ。
　Ⅰ　塩化アンモニウムと水酸化カルシウムを用いて気体Ａを発生させた。
　Ⅱ　石灰石とうすい塩酸を用いて気体Ｂを発生させた。
　Ⅲ　二酸化マンガンとオキシドール（うすい過酸化水素水）を用いて気体Ｃを発生
させた。

　Ⅳ　亜鉛とうすい塩酸を用いて気体Ｄを発生させた。
　　図の①～③は気体を試験管に集め
る方法を示しており，気体Ａは①
の方法で，気体Ｂ～Ｄは③の方法
で集めた。また，気体Ａには刺激
臭があった。

□⑴　 気体Ａを集めるために，図の②や③の方法を用いなかったのは，気体Ａ
にどのような性質があるためか。

□⑵　気体Ｂと気体Ｃが何かを確かめる方法を，ア～エからそれぞれ選べ。 
ア　気体を集めた試験管の中に，水でぬらした赤色リトマス紙を入れる。
イ　気体を集めた試験管の中に，火のついた線香(こう)を入れる。
ウ　気体を集めた試験管の中に赤インキで着色した水を入れ，よくふる。
エ　気体を集めた試験管の中に石灰水を入れ，よくふる。

□⑶　気体Ｄを集めた試験管の口にマッチの火を近づけると，気体Ｄが音を出して
燃え，水ができた。気体Ｄは何か。

59.0－50.0＝9.0〔㎝3〕
24.2〔g〕÷9.0〔㎝3〕＝2.68…〔g/㎝3〕

金属 密度〔g/㎝3〕
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1
⑴ 　  59.0 ㎝ 3

⑵ 　  2.7 g/㎝ 3

⑶ 　   3 種類

⑷ 鉄

⑸ アルミニウム

⑹ オ

2

⑴ 水にとけやすく，空気
より軽い性質。

⑵
Ｂ エ

Ｃ イ

⑶ 水　素

50

60

70
図 1

0 2 4 6 8 10 12
0

20

40

60

80

100
質　

量

体　積〔㎝3〕

AA
BC

DE

G F

B

D
F

E

G

C
A

〔g〕

図 2

性質　次のⅠ～Ⅳの方法で気体を発生させた。あとの問いに答えよ。
アンモニウムと水酸化カルシウムを用いて気体Ａを発生させた
とう
ンガンとオキシドール（うすい過酸化水素水）

塩酸を用いて気体Ｄを発生
を試験管に集め
気体Ａ

g/㎝3〕
g/㎝3〕
2

鉄
銅

熱をよく

Sa
mp
le

Ⅳの方法で気体を発生させた。あとの問Ⅳの方法で気体を発生させた。あ
と水酸化カルシウムを用いて気体Ａ水酸化カルシウムを用いて
を用いて気体Ｂを発生させを用いて気体Ｂを発
シドール（うすい過シドール（

eleeee
8.96
11.351

mmmがくと光沢が出るが出る ppmpmpppmpmpmpmp
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

アア

ルルpmのばしたりのばしたり
ひろげたりできるひろげたりできる

磁石に引き磁
つけらpleplplplplplpleplplpleplplplplplpleplepl
オオ

plpl



2. 身のまわりの物質

1313

3 水溶液　60℃の水を100g入れたビーカー
Ａ～Ｃに，硫酸銅，塩化ナトリウム，ミョ
ウバンのいずれかを30gずつ加えて水溶液
をつくり，次の実験 1， 2を行った。表は，
その結果をまとめたものである。あとの問
いに答えよ。
実験 1　水溶液の温度を30℃までゆっくり
と下げていき，水溶液に見られる変化を観
察した。
実験 2　再び水溶液の温度を60℃まで上げ，60℃に保ったまま，はじめに加えた
のと同じ物質を10gずつ加えてよく混ぜ，とけ方を観察した。
 

□⑴　下線部の水溶液の質量パーセント濃度は何％か，四捨五入して整数で書け。 
□⑵　ビーカーＡとＢに入れた物質は何か。図から選んでそれぞれ書け。 
□⑶　実験 1で，ビーカーＢでは水溶液中に結晶ができた。このように，固体の物
質を一度液体にとかし，その液体から再び結晶として固体を取り出すことを何
というか。

□⑷　 水溶液から結晶を取り出すには，実験 1のように水溶液を冷やす方法の
他に，どのような方法があるか。

4 状態変化　図 1の装置を用いて，次のⓐ～ⓒの液体を加熱し，それぞれの液体
における加熱時間と温度変化との関係を調べた。図 2は，その結果をまとめたグ
ラフである。あとの問いに答えよ。
　ⓐ　エタノール　　ⓑ　水　　ⓒ　エタノールと水を同じ体積ずつ混ぜた混合液
 

□⑴　 図 1の装置で，沸騰(とう)石を入れて加熱を行うのはなぜか。
□⑵　ⓑとⓒの結果を表したグラフを，図 2のＡ～Ｃからそれぞれ選べ。 
□⑶　ⓒを加熱したとき，はじめに図 1の試験管にたまる液体を，ア～エから選べ。

ア　エタノールを多くふくむ液体　　イ　水を多くふくむ液体
ウ　純粋なエタノール　　　　　　　エ　純粋な水

□⑷　図 1のようにして，混合液からそれぞれの液体を取り出す方法を何というか。

実験 ビーカーＡ ビーカーＢ ビーカーＣ

1 何も変化が見られな
かった。

途中で水溶液中に結
晶ができた。

何も変化が見られな
かった。

2 加えた物質の一部が
とけ残った。

加えた物質は全部と
けた。

加えた物質は全部と
けた。

⑵　Ａは，実験 2で60℃の水100
gに40gのすべてがとけなかった
ので塩化ナトリウム。Ｂは，実
験 1で30℃の水100gに30gのすべ
てがとけなかったのでミョウバン。
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Ｂは，しだいに温度が上がっ
ているので混合液である。
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このように，固体の物に，固体の物
して固体を取り出すことを何を取り出すことを何

は，実験 11 のように水溶液を冷やす方法のように水溶液を冷や
か。

置を用いて，次のⓐ置を用いて，次のⓐ～～ⓒの液体を加ⓒの液
変化との関係を調べた。図変化との関係を調べ
答えよ。答えよ。

ⓒ　エ

⑵　⑵　
gに40gに4
ので塩ので塩
験 1で3験 1
てがとけ


